
 質 問 者  佐々木 新一郎   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

１ 健康寿命の延伸について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康の有り難みは、老若男女、須く共通する価値

のあるものです。 

 また、年を取るにつれて、その重みが増してきま

す。 

 世界１位の長寿国、ニッポン。しかし、平均寿命

と９～12 年差が、膨大な社会保障費となって国民１

人ひとりに重くのしかかってきています。 

 国は健康増進法等の下、メタボ健診率ペナルティ

などで自治体に強制力を暗示しています。 

 本町では、国に言われるまでもなく、町民の生活

の質向上として、健康寿命の延伸に取り組んでいま

す。 

(１) 各種事業について、事業費（財源の内訳）、受

診率の状況と改善方法を示して下さい。 

(２) 先の常任委員会視察（稲城市）のように、一

歩踏み込んだ施策、具体的には岡山県総社市の

例はどう思いますか。（国民健康保険健康推進奨

励金制度） 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 



 質 問 者  佐々木 新一郎   

 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

２ 敬老祝金について 

 

 

 

 

 

 震災前、当該制度（事業）については大きく見直

しましたが、その大略と意義について示して下さい。 

 因みに、石巻市は88歳－１万円、100歳－25万円。

東松島市は 77 歳－５千円、88 歳－１万円、99 歳－

１万５千円、100 歳－30 万円です。 

 本町の場合は、年金補助型とでもと言えます。（県

下では大衡村が80歳以上－一律５千円、99歳－30万

円、100 歳－50 万円、101 歳以上－10 万円） 

 町単独事業ですから、いかようにも定めることは

確かですが、時代背景的には疑問です。 

 社会保障費も支える側（分母）が急激に細ってい

る状況下、また持続可能性を考慮しても、さらに改

善すべきと思いますが、いかがですか。 

（質問の相手：町長・担当課長） 

 

 

 


